
                                

 

 

 

○持続可能な社会のために ナマケモノにもできるアクション・ガイド 

 SDGｓって難しそう・・・。壮大な話で自分と関係ないのでは？ 

そんなことはありません。身近なところから取り組めることを紹介します。 

「国連広報センター ナマケモノにもできるアクション・ガイド」より抜粋 

「レベル１ソファに寝たままできること」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「レベル２家にいてもできること」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「レベル３家の外でできること」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「レベル４職場でできること」 
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・電気機器を使ってない時

は電源を完全に切ろう。 

・持続可能で環境にやさし

い取り組みをしている企

業の製品を買うようにし

よう。 

・オンラインのいじめを見

かけたら、やめるように

メッセージを送ろう。 

・生鮮品や残り物を食べ

切れない時は、早めに

冷凍しよう。 

・紙やプラスチック、 

ガラス、アルミをリサ

イクルしよう。 

・エアコンの温度を、冬

は低め、夏は高めに設

定しよう。 

 

・詰め替え可能なボトル

やコーヒーカップを使

おう。 

・食品のテイクアウトを

頼む時、ナプキンは必

要分だけ取ろう。 

・ビンテージものを買お

う。中古品店から掘り

出し物を探そう。 

・生態系に害を及ぼすよう

なやり方をしている業者

から調達をしていないか

確認しよう。 

・労働にまつわる権利を知

ろう。 

・職場で差別があったら、

どんなものでも声を上げ

よう。 

 

詳細は

こちら 

ウラは本の紹介です→ 



○SDGs と関連のある本 

「SDGｓのウェディングケーキ 

モデル」について、前回は「環境」 

に関する本を取り上げました。 

今回は「社会」と「経済」 

に関係がある本を紹介します。 

○「社会」 

『土木の仕事ガイドブック』 

学芸出版社／柴田久著 

日々の業務ややりがい、業界に望む 

ことなど、とことん現場の声でまとめ 

られた、土木業界の「リアル」がわかる。 

 

『現役看護師イラストエッセイ  

病院というヘンテコな場所が教えてくれたコト。』 

いろは出版／仲本りさ著 

看護師を目指す方、看護師になった 

ばかりの方、医療現場に関わるすべて 

の方に読んでいただきたい一冊。 

『多様な性のありかたを知ろう』 

大月書店／ロバートロディ著 

クラスに 1 人の割合でいるといわれ 

る性的マイノリティ。本人の自信と周囲 

の理解について考える。 

『学校、行かなきゃいけないの？』  

河出書房新社／雨宮処凛 

学校、行かないとどうなるの?  

そもそも「学ぶ」って何?  

○「経済」 

『捨てられる食べものたち』 

旬報社／井出留美著 

フランスの食料品店は食品ロスを出す 

と罰金！イタリアでは食品ロス削減に 

貢献すると税制優遇！さて日本は? 

『目の見えない人は世界をどう見ているか』 

光文社新書／伊藤亜紗著 

目の見えない人の「見方」に迫りなが 

ら、「見る」ことそのものを問い直す。 

『辞める人・ぶら下がる人・潰れる人 

 さて、どうする？』クロスメディア・ 

パブリッシング／上村紀夫著 

働き方改革は逆効果!? 優秀さより 

ポテンシャルが重要!? 良い人材が健全 

に定着する組織を科学的に作る方法。 

『 ひとめでわかる産業図鑑＆業界地図』 

小学館クリエイティブ／NHK 取材班編集 

業界成長の鍵となる「製品」や「基礎 

先端技術」を理解でき、それを握る企業 

を関連付けて研究できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ココと 

ココです 

 

 

  

 

 

  

 

自分の進路（就職・進学）や興味・関心があることとの関連を考えてみてください 

 



 


